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俳議

俳諧とは、議れ (たわむれ)舞するための言葉の工夫のすべて。

したがつて、清稽・意外性 。アイロニー (反語性)も 、そのため

の一態と私は見るわけで、挨拶・諧譲・笑い 。本歌取・員「興 (当

意員「妙)・ ウイット(機知)な どもまた一態です。自分のこころを

権手に伝えるための工夫です。 金子兜太

本業本菟に のはず<)
フクロウの一種。体長約 20セ ンチメー トルで、露本のアク

ロウ類では最小。全体淡黄褐色、頭上には耳羽がある。低地お

よび曲地の森林にすみ、夜間『ボつぱうそう」と鳴くので「声

の仏法僧」と呼ぶ (ブ ッポウソウは別種)。 九燿以北では夏鳥で、

冬、南に渡る。

壺嬢

成岡史襲。1948年 8月 東京都大霧区生まれ。俳句 。英会議 会

圏碁 '花散歩・音楽と多種多様な趣味を持ち、妙齢の婦人に人

気がある。数多くの会長を弓1受 ける超多忙な元気者。

探梅

箕置幸夫。1948年 5月 秋甕県湯沢市生まれ。囲碁 3古文書解

読 e競馬を趣味とし、温泉をこよなく愛するが、なかなか達成

されない。
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